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第 １ 章  総 則  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 業 務 方 法 書 は 、地 方 独 立 行 政 法 人 法（ 平 成 １ ５ 年 法 律 第

１ １ ８ 号 。以 下「 法 」と い う 。）第 ２ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、公

立 大 学 法 人 釧 路 公 立 大 学（ 以 下「 法 人 」と い う 。）の 業 務 の 適 正 な 運

営 に 資 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 業 務 運 営 の 基 本 方 針 ）  

第 ２ 条  法 人 は 、法 第 ２ ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 釧 路 公 立 大 学 事 務 組

合 管 理 者 か ら 指 示 さ れ た 中 期 目 標 に 基 づ き 、業 務 の 効 率 的 か つ 効 果

的 な 運 営 に 努 め る も の と す る 。  

   第 ２ 章  役 員 （ 監 事 を 除 く 。） の 職 務 の 執 行 が 地 方 独 立 行 政 法

人 法 又 は 他 の 法 令 に 適 合 す る こ と を 確 保 す る た め の 体 制 そ の

他 業 務 の 適 正 を 確 保 す る た め の 体 制 の 整 備 に 関 す る 事 項  



（ 内 部 統 制 に 関 す る 基 本 事 項 ）  

第 ３ 条  法 人 は 、 役 員 （ 監 事 を 除 く 。） の 職 務 の 執 行 が 地 方 独 立 行 政

法 人 法 又 は 他 の 法 令 に 適 合 す る こ と を 確 保 す る た め の 体 制 そ の 他

業 務 の 適 正 を 確 保 す る た め の 体 制（ 以 下「 内 部 統 制 シ ス テ ム 」と い

う 。）を 整 備 し 、継 続 的 に そ の 見 直 し を 図 る と と も に 、役 員 及 び 職 員

（ 以 下「 役 職 員 」と い う 。）へ の 周 知 や 研 修 の 実 施 、必 要 な 情 報 シ ス

テ ム の 更 新 に 努 め る も の と す る 。  

第 ４ 条  法 人 は 、内 部 統 制 シ ス テ ム に 関 す る 事 務 を 統 括 す る 役 職 員 そ

の 他 の 内 部 統 制 シ ス テ ム の 整 備 の 推 進 の た め の 体 制 に つ い て 決 定

す る も の と す る 。  

２  法 人 は 、前 項 の 体 制 に 基 づ き 、モ ニ タ リ ン グ を 行 う た め に 必 要 な

規 程 を 整 備 す る も の と す る 。  

３  内 部 統 制 シ ス テ ム に 関 す る 事 務 を 統 括 す る 役 職 員 は 、定 期 的 な 連

絡 の 機 会 を 設 け 、内 部 統 制 シ ス テ ム に 関 す る 事 務 を 統 括 す る 役 員 に

対 し 、 必 要 な 報 告 が 定 期 的 に 行 わ れ る こ と を 確 保 す る も の と す る 。 

第 ５ 条  法 人 は 、役 職 員 の 職 務 の 執 行 に あ た り 、法 又 は 他 の 法 令 、法

人 の 定 め る 規 程 に 違 反 す る 事 由 が 発 生 し た 場 合 に お け る 、違 反 し た

役 職 員 に 対 す る 懲 戒 に 関 す る 規 程 そ の 他 の 対 応 の 指 針 を あ ら か じ

め 定 め る も の と す る  

２  法 人 は 、前 項 に 規 定 す る 事 由 が 発 生 し た 場 合 に は 、速 や か な 是 正

措 置 を と り 、 あ わ せ て 再 発 防 止 を 図 る も の と す る 。  

３  法 人 は 、定 期 的 な 人 事 ロ ー テ ー シ ョ ン の 確 保 、長 期 在 職 者 の 把 握

そ の 他 の 業 務 の 適 正 を 確 保 す る た め に 必 要 と 考 え ら れ る 人 事 管 理

の 方 針 の 整 理 に 努 め る も の と す る 。  

（ 情 報 の 伝 達 ）  

第 ６ 条  法 人 は 、理 事 長 か ら 役 職 員 へ の 意 思 の 伝 達 や 、職 員 か ら 役 員

へ の 危 機 管 理 、内 部 統 制 に 係 る 情 報 そ の 他 の 必 要 な 情 報 の 伝 達 が 確

実 に 行 わ れ る よ う 、 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  



（ 法 人 運 営 に 関 す る 基 本 的 事 項 ）  

第 ７ 条  法 人 は 、法 人 の 運 営 に 係 る 基 本 理 念 を 定 め 、こ れ を 公 表 す る

も の と す る 。  

２  法 人 は 、 役 職 員 の 倫 理 指 針 を 定 め る も の と す る 。  

（ 業 務 の 適 正 か つ 効 率 的 な 実 施 ）  

第 ８ 条  法 人 は 、業 務 執 行 に 係 る 決 裁 及 び 経 費 支 出 の 承 認 に 係 る 手 順

を 明 ら か に す る と と も に 、役 職 員 は 、そ の 過 程 に お け る 確 認 機 能 を

着 実 に 果 た す も の と す る 。  

２  法 人 は 、業 務 の 適 正 か つ 効 率 的 な 実 施 に あ た り 必 要 と さ れ る マ ニ

ュ ア ル の 整 備 及 び 効 率 的 な 業 務 運 営 を 可 能 と す る た め の 情 報 シ ス

テ ム の 整 備 を 行 う も の と す る 。  

（ 理 事 の 分 掌 に 関 す る 事 項 ）  

第 ９ 条  法 人 は 、 理 事 の 分 掌 を 決 定 し 、 こ れ を 公 表 す る も の と す る 。 

（ 中 期 計 画 等 の 策 定 に 関 す る 事 項 ）  

第 １ ０ 条  法 人 は 、中 期 計 画 及 び 年 度 計 画（ 以 下「 中 期 計 画 等 」と い

う 。）に つ い て 、理 事 会 、経 営 審 議 会 及 び 教 育 研 究 審 議 会 の 関 与 そ の

他 中 期 計 画 等 の 策 定 の 過 程 を 整 備 す る も の と す る 。  

（ 中 期 計 画 等 に 係 る 評 価 及 び 評 価 に 基 づ く 予 算 の 適 正 な 配 分 に 関

す る 事 項 ）  

第 １ １ 条  法 人 は 、中 期 計 画 等 の 進 捗 管 理 及 び 中 期 計 画 等 に 基 づ き 実

施 す る 業 務 の 評 価（ 以 下「 評 価 活 動 」と い う 。）を 定 期 的 に 実 施 す る

も の と し 、理 事 会 、経 営 審 議 会 及 び 教 育 研 究 審 議 会 そ の 他 の 評 価 活

動 の た め に 必 要 な 体 制 に つ い て 整 備 を 行 う と と も に 、評 価 活 動 の 結

果 を 踏 ま え 、法 第 ７ ８ 条 の ２ 第 ２ 項 に 規 定 す る 報 告 書 の 作 成 を 適 正

に 行 う も の と す る 。  

２  評 価 活 動 に つ い て は 、あ ら か じ め 定 め る 手 順 に 沿 っ た 適 正 な 実 施

を 確 保 す る と と も に 、恣 意 的 と な ら な い 評 価 の 実 施 に 努 め る も の と

す る 。ま た 、評 価 活 動 を 通 じ 、法 人 の 業 務 執 行 が 、必 要 と さ れ る 業



務 の 手 順 を 踏 ま え た も の と な っ て い る か の 確 認 を 行 う も の と す る 。 

３  法 人 は 、予 算 の 配 分 が 適 正 に 実 施 さ れ る こ と を 確 保 す る た め の 体

制 を 整 備 す る も の と す る 。そ の 中 に お い て 、評 価 活 動 の 結 果 を 予 算

の 配 分 に 活 用 す る 仕 組 み の 構 築 を 行 う も の と す る 。  

（ リ ス ク 評 価 と 対 応 に 関 す る 事 項 ）  

第 １ ２ 条  法 人 は 、業 務 実 施 の 障 害 と な る 要 因 を 事 前 に リ ス ク と し て

識 別 、分 析 及 び 評 価 し 、該 当 リ ス ク へ の 適 切 な 対 応 を 可 能 と す る た

め 、業 務 の 整 理 並 び に 業 務 実 施 に お け る リ ス ク 及 び そ の 発 生 原 因 の

分 析 並 び に 必 要 な 規 程 の 整 備 に 努 め る と と も に 、以 下 の 取 組 を 行 う

も の と す る 。  

(1) リ ス ク 管 理 に 係 る 事 務 を 統 括 す る 部 署 の 設 置  

(2) 把 握 し た リ ス ク を 低 減 す る た め の 検 討  

(3) 把 握 し た リ ス ク に 対 す る 評 価 の 定 期 的 か つ 継 続 的 な 見 直 し  

(4) 把 握 し た リ ス ク に 関 す る 広 報 の 体 制 及 び 広 報 に お け る 留 意 事  

項 の 整 理  

（ 緊 急 時 に お け る 業 務 継 続 計 画 ）  

第 １ ３ 条  法 人 は 、事 故 、災 害 そ の 他 の 緊 急 時 に お け る 業 務 の 継 続 の

た め の 計 画 を 策 定 す る も の と す る 。当 該 計 画 に は 、以 下 に 係 る 事 項

を 定 め る も の と す る 。  

(1) 計 画 に 基 づ く 訓 練 等 の 実 施  

(2) 緊 急 事 態 発 生 時 に お け る 対 策 本 部 の 設 置 及 び 当 該 本 部 の 構 成  

  員  

(3) 緊 急 事 態 発 生 時 に お け る 初 動 体 制  

(4) 緊 急 事 態 発 生 時 に お け る 情 報 収 集 の 迅 速 な 実 施  

２  法 人 は 、反 社 会 勢 力 へ の 対 応 の 在 り 方 に つ い て の 方 針 を 整 備 す る

も の と す る 。  

（ 施 設 の 点 検 ・ 補 修 ）  

第 １ ４ 条  法 人 は 、施 設 の 定 期 的 な 点 検 及 び 必 要 な 補 修 の 実 施 を 行 う



も の と す る 。  

（ 情 報 シ ス テ ム に 係 る リ ス ク 対 策 ）  

第 １ ５ 条  法 人 は 、情 報 シ ス テ ム に 係 る リ ス ク へ の 対 策 と し て 必 要 な

取 組 を 行 う も の と し 、そ の 状 況 に つ い て 、定 期 的 な 点 検 を 行 う も の

と す る 。  

（ 入 札 ・ 契 約 に 関 す る 事 項 ）  

第 １ ６ 条  法 人 は 、契 約 事 務 の 適 切 な 実 施 及 び 契 約 事 務 に お け る 相 互

牽 制 の 確 立 を 確 保 す る た め 、 以 下 の 取 組 を 行 う 。  

(1) 契 約 の 適 正 な 履 行 に 関 す る 審 査 を 行 う た め の 委 員 会 の 活 用  

(2) 談 合 情 報 が あ る 場 合 の 対 応 方 針 の 整 備  

(3) 随 意 契 約 と す る こ と が 必 要 な 場 合 の 明 確 化  

（ 研 究 に 係 る リ ス ク の 管 理 に 関 す る 事 項 ）  

第 １ ７ 条  法 人 は 、研 究 活 動 に つ い て 、以 下 の 事 項 を 確 保 す る た め の

規 定 を 整 備 す る も の と す る 。  

(1) 内 部 牽 制 機 能 に よ る 研 究 費 の 適 正 経 理  

(2) 研 究 不 正 の 防 止  

(3) 知 的 財 産 の 保 護  

２  法 人 は 、特 に 厳 格 な 規 律 を 要 す る と 考 え ら れ る 研 究 を 実 施 す る 際

の 適 切 性 の 確 保 に 努 め る も の と す る 。  

（ 情 報 の 適 切 な 管 理 に 関 す る 事 項 ）  

第 １ ８ 条  法 人 は 、情 報 セ キ ュ リ テ ィ の 確 保 に 関 す る 規 定 の 整 備 そ の

他 情 報 漏 え い の 防 止 に 係 る 取 組 を 推 進 す る も の と す る 。  

２  法 人 は 、個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 規 程 を 整 備 し 、個 人 情 報 の 適 切

な 管 理 に あ た り 必 要 と さ れ る 取 組 を 着 実 に 実 施 す る と と も に 、取 組

の 実 施 状 況 に 関 す る 点 検 を 定 期 的 に 行 う も の と す る 。  

（ 法 人 文 書 管 理 ・ 情 報 公 開 ）  

第 １ ９ 条  法 人 は 、法 人 の 意 思 決 定 に 係 る 文 書 が 適 切 に 管 理 さ れ る こ

と を 担 保 す る た め に 、文 書 の 適 切 な 保 存 管 理 及 び 文 書 情 報 公 開 に 関



す る 規 程 を 整 備 す る も の と す る 。  

（ 情 報 シ ス テ ム の 整 備 ）  

第 ２ ０ 条  法 人 は 、所 有 す る 情 報 に つ い て 、閲 覧 権 限 を 整 理 す る と と

も に 、閲 覧 権 限 を 有 す る 者 が 、効 率 的 に 情 報 を 検 索 で き る よ う 、体

系 的 な 情 報 の 保 存 及 び そ れ を 可 能 と す る 情 報 シ ス テ ム の 整 備 を 行

う も の と す る 。  

（ 監 事 及 び 監 事 監 査 に 関 す る 事 項 ）  

第 ２ １ 条  法 人 は 、監 事 及 び 監 事 監 査 に 関 す る 規 程 を 整 備 す る も の と

す る 。 同 規 程 に は 、 以 下 に 係 る 事 項 を 定 め な け れ ば な ら な い 。  

(1) 監 事 が 有 す る 権 限  

(2) 監 査 の 結 果 に 係 る 理 事 長 へ の 報 告  

(3) 監 査 の 結 果 の 業 務 へ の 適 切 な 反 映  

(4) 監 査 の 結 果 に 対 す る 改 善 状 況 の 監 事 へ の 報 告  

(5) 役 職 員 の 不 正 及 び 違 法 行 為 並 び に 著 し い 不 当 事 実 が あ る 場 合  

の 監 事 へ の 報 告 義 務  

(6) 法 人 の 意 思 決 定 に 係 る 文 書 の 閲 覧  

（ 監 事 監 査 の 体 制 ）  

第 ２ ２ 条  法 人 は 、監 事 監 査 の 円 滑 か つ 適 切 な 実 施 の た め 、以 下 の 事

項 が 確 保 さ れ る よ う 、 適 切 な 措 置 を 講 じ る も の と す る 。  

(1) 役 職 員 に よ る 監 事 及 び 監 査 に 関 す る 業 務 の 支 援 に 従 事 す る 職  

員 へ の 協 力  

(2) 監 事 に よ る 役 職 員 へ の 文 書 提 出 や 説 明 の 要 請 権 限  

(3) 監 事 の 重 要 な 会 議 へ の 出 席  

(4) 監 事 及 び 会 計 監 査 人 の 連 携  

(5) 監 事 及 び 内 部 監 査 担 当 部 署 と の 連 携  

(6) 監 査 に 関 す る 業 務 の 支 援 に 従 事 す る 職 員 の 独 立 性  

(7) 監 事 に よ る 法 第 １ ３ 条 ５ 項 に 基 づ く 法 人 の 財 産 の 状 況 の 調 査  

権 限  



(8) 監 事 に よ る 法 第 １ ３ 条 第 ６ 項 に 規 定 す る 総 務 省 令 で 定 め る 書  

類 及 び 設 置 団 体 で 定 め る 書 類 の 調 査  

（ 監 事 に 対 す る 意 見 聴 取 ）  

第 ２ ３ 条  法 人 は 、第 ２ １ 条 に 定 め る 監 事 及 び 監 事 監 査 に 関 す る 規 程

を 定 め 、又 は こ れ を 変 更 す る 場 合 に は 、監 事 の 意 見 を 聴 か な け れ ば

な ら な い 。  

（ 意 思 疎 通 の 確 保 ）  

第 ２ ４ 条  法 人 は 、理 事 長 、監 事 及 び 会 計 監 査 人 の 意 思 疎 通 を 確 保 で

き る よ う 、定 期 的 な 連 絡 の 機 会 を 設 け る な ど 、必 要 な 体 制 の 整 備 を

行 う も の と す る 。  

（ 内 部 監 査 に 関 す る 事 項 ）  

第 ２ ５ 条  法 人 は 、内 部 監 査 を 担 当 す る 組 織 を 設 置 し 、内 部 監 査 を 実

施 す る と と も に 、内 部 監 査 の 結 果 及 び そ れ に 対 す る 改 善 措 置 状 況 を

理 事 長 に 報 告 す る も の と す る 。  

（ 内 部 通 報 ・ 外 部 通 報 に 関 す る 事 項 ）  

第 ２ ６ 条  法 人 は 、内 部 通 報 及 び 外 部 通 報 に 係 る 通 報 窓 口 の 設 置 及 び

運 営 等 に 関 す る 規 程 を 整 備 す る も の と す る 。  

２  法 人 は 、前 項 に 定 め る 規 程 に お い て 、次 に 掲 げ る 事 項 を 定 め る も

の と す る 。  

(1) 内 部 通 報 窓 口 及 び 外 部 通 報 窓 口 の 設 置 及 び 運 営  

(2) 内 部 通 報 者 及 び 外 部 通 報 者 の 保 護  

(3) 内 部 通 報 者 及 び 外 部 通 報 に 係 る 担 当 理 事 及 び 監 事 へ の 適 切 な  

報 告  

第 ３ 章  業 務 の 方 法  

第 ２ ７ 条  法 人 は 、釧 路 公 立 大 学 を 設 置 し 、こ れ を 運 営 す る も の と す

る 。  

（ 学 生 支 援 ）  

第 ２ ８ 条  法 人 は 、全 て の 学 生 に 対 し 、修 学 、進 路 選 択 及 び 健 康 等 に



関 す る 相 談 そ の 他 の 援 助 を 行 う も の と す る 。  

（ 受 託 研 究 等 ）  

第 ２ ９ 条  法 人 は 、法 人 以 外 の 者 か ら 委 託 を 受 け て 、又 は 法 人 以 外 の

者 と 共 同 し て 行 う 研 究 の 実 施 そ の 他 の 法 人 以 外 の 者 と の 連 携 に よ

る 教 育 研 究 活 動 を 行 う も の と す る 。  

（ 学 習 機 会 の 提 供 ）  

第 ３ ０ 条  法 人 は 、地 域 の 生 涯 学 習 の 充 実 に 資 す る 公 開 講 座 の 開 設 等

学 生 以 外 の 者 に 対 す る 多 様 な 学 習 機 会 を 提 供 す る も の と す る 。  

（ 社 会 貢 献 ）  

第 ３ １ 条  法 人 は 、釧 路 公 立 大 学 に お け る 教 育 研 究 の 成 果 の 普 及 及 び

活 用 を 通 じ て 、 地 域 社 会 に 貢 献 す る も の と す る 。  

第 ４ 章  附 帯 事 業 の 基 準  

（ 附 帯 事 業 ）  

第 ３ ２ 条  法 人 は 、業 務 の 効 率 的 か つ 効 果 的 な 運 営 に 資 す る と 認 め ら

れ る と き は 、 業 務 の 一 部 を 委 託 す る こ と が で き る 。  

第 ５ 章  業 務 委 託 の 基 準  

（ 業 務 の 委 託 ）  

第 ３ ３ 条  法 人 は 、そ の 業 務 の 一 部 を 委 託 し て 実 施 す る こ と が 効 率 的

か つ 効 果 的 で あ る と 認 め る と き は 、当 該 業 務 を 委 託 す る こ と が で き

る 。  

（ 委 託 契 約 ）  

第 ３ ４ 条  法 人 は 、前 条 の 規 定 に よ り 業 務 を 委 託 す る と き は 、受 託 者

と の 間 に 業 務 に 関 す る 委 託 契 約 を 締 結 す る も の と す る 。  

   第 ６ 章  競 争 入 札 そ の 他 契 約 に 関 す る 事 項  

（ 契 約 の 方 法 ）  

第 ３ ５ 条  法 人 は 、売 買 、賃 貸 借 、請 負 そ の 他 の 契 約 を 締 結 す る と き

は 、一 般 競 争 入 札 、指 名 競 争 入 札 又 は 随 意 契 約 の 方 法 に よ る も の と

す る 。  



２  前 項 の 指 名 競 争 入 札 又 は 随 意 契 約 は 、契 約 の 性 質 又 は 目 的 が 一 般

競 争 入 札 に 適 し な い 場 合 に 限 り 、 こ れ に よ る こ と が で き る 。  

   第 ７ 章  役 員 の 損 害 賠 償 責 任  

（ 役 員 の 賠 償 責 任 に 関 す る 事 項 ）  

第 ３ ６ 条  役 員 は 、そ の 任 務 を 怠 っ た と き は 、法 第 １ ９ 条 の ２ 第 １ 項

の 規 定 に 基 づ き 、法 人 に 対 し 、こ れ に よ っ て 生 じ た 損 害 を 賠 償 す る

責 任 を 負 う 。  

（ 役 員 の 損 害 賠 償 責 任 の 一 部 免 除 ）  

第 ３ ７ 条  法 人 は 、前 条 の 役 員 の 損 害 賠 償 責 任 に つ い て 、法 第 １ ９ 条

の ２ 第 ４ 項 に 定 め る 要 件 に 該 当 す る 場 合 に は 、管 理 者 の 承 認 に よ っ

て 、賠 償 責 任 額 か ら 公 立 大 学 法 人 釧 路 公 立 大 学 の 役 員 の 損 害 賠 償 責

任 の 一 部 免 除 に 関 す る 条 例（ 令 和 ５ 年 釧 路 公 立 大 学 事 務 組 合 条 例 第  

号 ）第 ２ 条 で 定 め る 額 を 控 除 し て 得 た 額 を 限 度 と し て 、免 除 す る

こ と が で き る 。  

第 ８ 章  雑 則  

（ そ の 他 ）  

第 ３ ８ 条  法 人 は 、こ の 業 務 方 法 書 に 定 め る も の の ほ か 、法 人 の 業 務

に 関 し て 必 要 な 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  

   附  則  

こ の 業 務 方 法 書 は 、釧 路 公 立 大 学 事 務 組 合 管 理 者 の 認 可 の 日 か ら 施

行 し 、 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す る 。  


